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須賀庸夫教授追悼号に寄せて
商学部長 栗 田 健
故須賀庸夫教授 は,長 い闘病生活の末,1994年11月26日 に48歳 の若さでこの世を去 られた。
研究者が志なかばに倒れるということは,そ れまでに蓄積されたものを,そ れに込め られた目
的や情熱 と一緒に受け継 ぐことが余人には困難であるために,そ の挫折感はひときわ重・く厳 し
い。須賀教授の悔 しさに思 いをめぐらして痛恨 の情 を禁 じ得ない。
須賀教授は1945年12月 に川崎市で出生 され,68年 に明治大学商学部 を卒業されて研究生活
に入 られた。同大学商学研 究科の修士 ・博士課程で三上富三郎教授 のもとで研究者 としての教
育を受けられ,課 程を終えると同時に商学部の助手 として採用 された。その順調 なキャリアは,
須賀教授の学才と周囲の人々のそれへの評価を裏付けている。助手勤務 を1年 で終わって専任
講師として教鞭 を執るようになり,4年 後に助教授に昇格された頃,誰 もがその輝か しい将来
を期待 していた。日本商業学会や日本経営診断学会における活躍 も,い よいよ本格的になる時
期 を迎 えようとしていた。 しかし,そ の頃か ら病魔め影が須賀教授 の背後に近づいていたので
ある。
長い闘病生活の間も須賀教授は学業への志を失うことな く,教 育に対する責任感を持 ち続け
られた。病気の中で も毎年次年度の授業計画を提出され,新 年度 には病苦に耐えて出講 された
が,そ の無理はさらに教授 の健康 を損なうことになった。年度の比較的に早い時期に出講が困
難にな り,代 講者が急遽その授業を受け継 ぐ年が何年 も続いた。そ うでなくてさえ過大 な講義
負担の中で,須 賀教授の代講を受け持たれる多 くの先生方のご苦労 も大 きなものであった。 し
か し教授の周囲の人々は黙々と,あ るいは進んでその労苦を受け止め,須 賀教授の闘病生活 を
支えられた。それは商学部教員 としての学生に対する責任感の現れには違いないが,そ の背後
には須賀教授 に対する期待 と友情があった。同僚として故須賀教授 に代わってあらため てこの
先生方に対 して感謝の念 を申し述べておかなければならない。
このような努力 と好意にもカ・かわらず,須 賀教授はついに病魔か ら解 き放されることな
く逝去 された。残念の極みというべ きである。この追悼号は,教 授の闘病生活を支えたそ
の人々の痛恨の思いを込めて発行 される。志なかばに倒 れられた故須賀教授 の霊が,こ の
刊行によってい くらかでも慰め られることを心か ら祈 るものであるg
